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（畢藝蕩砺蝸）白石市政だより（1）昭和36年7霞15日

2面・…6月市議会定例会

3面一社会を明るくする

　　　運動

4面一水泳の注意

6面一国保事業状況

▼
お
も
な
内
容
△

　
所
室
3
5
日

所
役
議
購
矯

　
　
　
　
刀
）
毎
部

行
市
審
桜
代
　
－

発
石
意
欝

白
企
白
発

♂クく＜＜くくくく
●

ザ
』

プ夏あ＞＞＞＞＞＞＞さ

■
～

盗

野

　
　
　
き

　
婁
　
　
　
　
墾．

議

　　　　　　　　麗馨難

融一輔誤　 ㍗　 咽　　｛

驚ンぜ　　紮．．

鰻

，灘

臨
懸
．
黛
㍗

　
　
　
　
謬
“

　
　
蝕

．
羅

　
　
　
　
　
蜜
　
　
ぎ

購騰　
　
　
　
　
　
華
難

　
　
　
　
　
　
戴
奪

　
噸

単
　轍

嚢

夢

う
つ
と
う
し
い
、
つ
ゆ
も
あ
が
り
、
紺
ぺ
き
の
空
か
ら
太
陽
が
照
り
つ
け
ま
す
。

出
に
、
海
に
、
楽
し
む
本
格
的
．
夏
が
や
つ
て
き
ま
し
た
。

自
然
に
親
し
み
、
夏
の
健
康
を
守
り
山
や
、
海
に
恵
ま
れ
た
郷
土
の
自
然
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。

（
写
真
は
天
然
記
念
物
材
木
岩
）



（2）（第三種郵便物許可）白石市政だよりオ24号昭和36年7月15日

　
6
月
市
議
会
定
例
会
は
6
月

24

日
か
ら
5
β
間
を
会
期
と
し

て
次
の
議
案
1
1
件
が
議
決
さ
れ

28

百
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
お
も
な
内
容
を
お
し
ら
せ
し

ま
す
。

　
▼
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
5
月
綿
日
で
任
期
満
了
に
な

り
ま
し
た
の
で
議
会
で
選
挙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

6月28日

6月市議会定例会終る

選挙管理委員会委員及び

　　　　　　補充員の選挙

し
ま
し
た
。

　
▼
白
石
市
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
賦
課
徴
収
の
一
部
改
正

　
▼
白
石
市
急
性
灰
白
髄
炎
予

防
接
種
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
小
児
マ

ヒ
）

　
従
来
の
手
数
料
三
四
七
円
を

二
七
一
円
に
改
正

　
▼
財
政
再
建
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

　
▼
昭
和
銘
・
年
度
白
石
市
歳
入

歳
出
追
加
更
正
予
算

　
▼
予
算
外
義
務
負
担
に
つ
い

て　
右
の
3
件
は
宮
城
県
立
工
業

高
等
学
校
誘
致
に
係
る
敷
地
造

成
費
を
予
算
化
し
た
も
の
で
す

　
▼
自
石
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
の
委
嘱

　
▼
自
石
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
条
例
中
の
第
三
章
第
四
条
全

文
削
除

　
▼
昭
和
3
6
年
度
臼
石
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
お
よ
び
小

原
診
療
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳

出
追
加
更
正
予
算

　
▼
昭
和
36
年
度
白
石
市
営
と

畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
追
加

更
正
予
算

　
▼
市
立
酪
農
伝
習
農
場
運
営

委
員
会
委
員
の
委
嘱

　
運
営
委
員
会
委
員
は
3
月
鋭

日
で
任
期
満
了
に
な
り
ま
し
た

の
で
議
会
の
同
意
を
得
て
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
Q

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
青
木
　
八
重
治

　
　
　
　
　
　
島
貫
　
誠
一

　
　
　
　
　
　
桑
折
　
宗
治

　
　
　
　
　
　
菊
池
　
士
口
兵
衛

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
　
　
　
　
　
川
村
　
海
治

高岩村
橋城上

　
　
　
　
　
半
沢
与
一

　
　
　
　
　
飯
塚
　
　
寅

　
　
　
　
　
．
真
柄
光
喜

　
医
師
及
ぴ
薬
剤
士
を
代
表
す

る
委
員

　
　
　
　
　
宮
城
　
秀
夫

　
　
　
　
　
菅
原
　
六
夫

　
　
　
　
　
水
野
　
孝
四
郎

　
公
益
を
代
表
す
る
委
員

　
　
　
　
　
斎
藤
　
善
兵
衛

　
　
　
　
　
境
野
　
有
一

　
　
　
　
　
後
藤
林
平

酪
農
伝
習
農
場
運
営
委

員
会
委
員

市
議
会
議
員
保
科

　
　
　
　
　
菊
地

　
　
　
　
　
佐
藤

　
　
　
　
　
高
　
橋

　　恒善
智稔市久

軽自動車税の税りつが

一部改正されました
　軽自動車税の税りつの一部が4月30日法律

第74号により改正され、これに伴い市税条例

の一部を改正する条例も6月定例市議会で下

記のと翁り改正されました従つて本年4月1

日から適用されます・新税りつと旧税りつの

差額を納めることになります。

　軽自動車の所有者に対して徴収令書を発付

いたしましたから7月末日まで納入してくだ

ざい。

新税りつ、

年額500円
　　800．
　　1．000

旧税りつ

年額500円
　　　　800

　　　1，000

1．0001．000

1．500

1．500

2．000

3．000

2．500

源
一
郎

音
衛

慶
助

国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員

　
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

種　　 別

1．原動機付自転車
い（50㏄以下）
ろ（90㏄以下）
は（125㏄以下）

2．軽自動車
農耕作業用

その他
二輪のもの（倒陣付含む）

三輪のもの
四輪以上のもの

　乗用車
　貨物用

　
市
議
会
議
員
以
、
外
の
学
識
経

験
者

　
　
　
　
　
　
川
村
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
高
橋
、
清
男

　
　
　
　
　
　
谷
、
津
　
松
治

医
冨
一
一
＝
昌
■
■
■
＝
＝
一
一
＝
一
一
胃
目
閥
口
＝
冨
一
；
＝
胃
臼
■
■
一
一
＝
＝
昌
＝
一
口
廣
遭

’
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呈　　白石市内商店の定休日
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海
外
移
住
民
を
募
集
し
ま
す

　
　
ブ
ラ
ジ
ル
国
マ
ラ
ニ
オ
ン
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
ペ
ク
ル
ー
地
区
に

　
絶
月
船
送
出
を
目
途
に
次
の

地
区
の
募
集
を
行
つ
て
お
り
ま

す
。

　
L
申
込
期
日
　
7
月
3
1
日

　
Z
移
住
者
の
資
格
条
件

　
資
金
稔
万
円
を
携
行
七
得
る

者
、
そ
の
他
は
一
般
条
件
と
同

じ　
a
受
入
条
件

　
州
政
府
の
指
導
の
下
に
養
豚

昭
和
3
6
年
度
の
奨
学
生
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
り
ま
し
た

　
昭
和
3
6
年
度
の
市
奨
学
生
に

次
の
学
生
さ
ん
が
き
ま
り
ま
し

た
。

▽
大
学
校

　
〃

　
〃

　
ク

▽
高
等
学
校

小鈴斎上小
野木藤西山

幸昭勝藤定
雄一男雄男

高
等
学
校

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

松菊森樋大上古紺鮫

野地　口槻田藤野島

正美　輝祥茂憲和国
子子正雄二二雄一清昭

　
ピ
メ
ン
タ
、
陸
稲
、
バ
バ
ス

　
ー
等
の
経
営
を
な
す

　
、
土
地
　
一
戸
当
り
5
0
町
歩

無
償
交
付

二
、
住
宅
　
井
戸
付
住
宅

三
、
基
本
的
農
具
を
無
償
配
賦

す四
、
月
7
千
円
程
度
の
生
活
補

助
金
（
”
カ
月
分
）
を
支
給
す

　
4
現
地
の
状
況

　
サ
ン
ル
イ
ス
市
（
人
ロ
ー
6
万

）
よ
り
南
方
＝
一
六
キ
ロ
の
地

点
に
あ
り
鉄
道
を
通
す
イ
タ
ペ

ク
ル
町
は
人
口
約
三
、
五
〇
〇

人
で
各
種
官
庁
、
学
校
、
診
療

所
が
あ
る
。

　
申
込
は
、
宮
城
県
海
外
協
会

か
市
役
所
農
林
課
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。

オ24号（駅三種郵便物許可）白石市政だより（3）　昭和36年7月15日

　
温
か
く
伸
ば
す
愛
の
手
明
る
い
社
会

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
強
調
月
問
7
月
1
日
～
3
1
日

私
た
ち
の
「
ま
ち
」
を
犯
罪
　
　
そ
こ
で
市
の
保
護
司
会
お
よ

の
な
い
明
る
い
社
会
に
し
よ
う

と
い
ま
全
国
的
に
「
祉
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
目
標
は
犯
罪
の
防
止
、
特
に

暴
力
犯
罪
、
青
少
年
非
行
等
の

防
止
に
つ
い
て
こ
の
運
動
を
す

｝
め
て
お
り
ま
す
。

　
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と

は
私
た
ち
国
民
の
だ
れ
も
が
ね

が
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
あ
や
ま
ち

を
犯
し
た
人
た
ち
を
更
正
さ
せ

私
た
ち
の
あ
い
だ
か
ら
あ
や
ま

ち
を
す
る
人
を
出
さ
な
い
よ
う

に
す
る
の
が
大
切
で
す
。

瀞
欝
．
嘱

び
厚
生
保
護
婦
人
委
員
が
中
心

と
な
つ
て
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
次
の

期
間
行
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
講
演
会
お
よ
び
座
談
会
の
開

催◎
映
画
会
お
よ
び
幻
燈
会
の
開

催◎
保
護
司
の
担
当
す
る
ケ
ー
ス

の
専
門
的
指
導
お
よ
び
相
談

◎
ケ
ー
ス
研
究
会
と
反
省
会

　
い
づ
れ
も
各
地
区
ご
と
に
開

い
て
本
運
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
又
こ
の
運
動
の
行
事
の
一
つ

と
し
て
愛
の
図
書
寄
贈
運
動
が

“

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
き
よ
う
正
施
設
更
生

保
護
会
な
ど
に
収
容
さ
れ
て
い

る
不
幸
な
人
々
に
愛
の
図
書
を

寄
贈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

　
集
本
の
内
容
は
週
刊
誌
、
雑

誌
、
手
拭
、
衣
類
な
ん
で
も
結

構
で
す
。

　
ご
寄
贈
を
う
け
た
も
の
は
宮

城
県
実
施
委
員
会
に
送
り
施
設

な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
み
ん
な
で
協
力
し
て
明
る
い

す
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と

に
努
力
し
ま
し
よ
う
。

、
戯

“

肝
撫
讐
叢
講
畷
薄
療
辮
鉱

講
縫
舞
癬
難
驚
莚
灘
襲
暴
㎜

食

翻
嘱
轄
鶉
磁

ん
6
而
醤
、
食
パ
ン
㌘
W

偲
時
閤
、
生
の
魚
4
～
6
時
間
》

生
の
肉
1
0
～
憐
時
間
、
合
え
物
｝

4
－
8
時
聞
、
籍
－
§
薫

欝
讐
翻
黙
舗
蕊

8
時
問
、
揚
げ
も
の
8
斐
12
時
｝

間
っ
ゆ
時
の
食
品
管
理

①
穀
類
、
罐
類
や
底
が
高
く

内
側
に
ト
タ
ン
張
り
し
た
も
の

に
入
れ
る
。

②
醤
油
、
一
、
八
リ
ツ
ト
ル

に
対
し
小
サ
、
ジ
一
パ
イ
の
カ
ラ

シ
粉
を
入
れ
て
お
く
。

③
み
そ
、
塩
を
多
い
目
に
し

て
お
く
か
、
表
面
を
平
ら
に
し

至
1つゆ時の
1　食事の土夫

カビを生さぬように

て
の
栄
養
素
を
も
り
こ
ん
だ
食

物
を
と
り
入
れ
る
こ
と
。

　
②
ビ
タ
ミ
ン
酌
を
多
く
取
り

入
れ
る
こ
と
。

　
③
食
べ
の
こ
し
を
つ
く
ら
な

■
い
よ
う
必
要
な
量
だ
け
調
理
す

る
こ
と
。

　
④
火
を
完
全
に
通
し
て
料
理

　
　
　
　
9
く
■
■
，
彫
～
O
も
■
◆
》
・
一
〇
■

岬
こ
と
・

　
酬
⑤
魚
肉
類
を
生
で
食
べ
る
時

　
｝
は
と
く
に
注
意
し
、
刺
し
身
や

筈
の
物
に
し
て
食
べ
ゑ
き
は

　
｛
新
鮮
な
材
料
を
自
分
で
お
ろ
し

鵜
人
も
の
蓄
嚢
い
で
作
る

　
M
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
酬
⑥
食
べ
物
と
同
時
に
食
器
に

ン
“
も
気
を
配
る
こ
と
。

醸馨

醐
麟

　
熱
湯
で
時
々
消
毒
を
し
て
お

く
こ
と
。

⑦
炊
事
に
か
x
る
前
に
よ
く

手
を
洗
う
こ
と
。

⑧
ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ
、
ア
ブ
ラ

虫
を
退
治
し
、
戸
棚
や
棚
は
清

潔
に
し
て
お
く
こ
と
。

第2期
固定資産税

税保国

納入は月末までに

　　　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　〕　　　　　　　　い一　　　　　　　ヴ　　　　　　曽　　　　　　’　　　　　〕　　　　　｝　　　　）　　　　｝　　　ヤー　　　γ　　｝　》荊

今月は申告所得税第1期分の

納税の月です。

　7月3旧の期限までに忘れす

に郵便局又は銀行に納付してく

ださい。

　この機会に納税貯蓄組合に加

入して納税準備をいたしましよ

うo
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生
方
が
実
地
に
調
ぺ
て
、
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
、
お
よ
げ
る

場
所
を
き
め
ま
し
た
。

◎
水
お
よ
ぎ
し
て
よ
い

場
所

◇
わ
よ
い
で
ょ
い
と
い
う
立
札

‘
鱒
”
”
難
鰻
諦
”
”
駆
闘
隆
が
立
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
、
つ
　
　
◇
立
札
に

　
　
　
　
よ
　
い
ろ
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
の
注
意
書

“
し
き
が
書
い

　
　
　
　
ま
　
て
あ
り
ま

　
”
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
し
◇
監
視
員

こ
　
ぎ
　
が
い
て
よ

　
う
　
　
　
　
く
見
ま
も

よ
　
よ
　
つ
て
く
れ

聴
お
鮮
の

の
水
先
生
方
も

故
で
毎
日
見
廻

事
　
　
　
つ
て
く
れ

　
　
　
　
気
ま
す
・

”
元
◇
救
急
薬

　
　
　
　
　
　
　
品
も
そ
な

　
　
　
　
な
　
え
て
あ
り

　
　
　
　
ん
　
ま
す
．

　
　
　
　
み
◎
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
な
揚
所

　
　
籠
”
”
聾
話
藷
㎜
聾
　
水
が
よ

ご
れ
す
ぎ
て
い
た
り
、
深
す
ぎ

て
流
れ
の
急
な
と
こ
ろ
は
禁
止

し
ま
し
た
。

▽
水
お
よ
ぎ
し
て
は
な
ら
な
い

場
所

◇
禁
止
の
立
札
が
立
つ
て
い
ま

す
。◇

時
々
学
校
の
先
生
方
が
み
ま

　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
。

◎
水
お
よ
ぎ
の
で
き
る

日
・
で
き
な
い
日

　
水
泳
期
閥
は
7
月
2
1
日
か
ら

8
月
2
5
日
ま
で
で
す
。

　
そ
れ
を
み
わ
け
る
た
め
に
市

の
消
防
署
の
望
楼
に
旗
を
か
N

げ
ま
す
。

◇
赤
旗
の
立
つ
て
い
る
日
は
お

よ
げ
な
い
日
で
す
。

◇
白
旗
の
時
は
お
よ
げ
る
日
で

す
。◇

白
旗
と
赤
旗
が
一
し
よ
に
立

　
㌧
レ
る
日
｝
、
　
　
る
旧
で

す
。◎

水
お
よ
ぎ
の
心
得

◇
水
お
よ
ぎ
に
は
一
人
で
行
か

な
い
こ
と
、
か
な
ら
ず
お
う
ち

の
人
と
か
、
友
だ
ち
と
一
し
よ

に
行
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

◇
行
く
先
を
お
う
ち
の
人
に
話

し
て
か
ら
で
か
け
ま
し
よ
う
。

◇
水
泳
監
視
の
人
の
注
意
を
守

り
ま
し
よ
う
。

◇
お
よ
ぐ
前
に
十
分
準
備
運
動

を
し
ま
し
よ
う
。

，
、
ー
緒
核
の
健
康
診
断
を
う
け
ま
し
よ
う

日
程
表
（
一
、
一
い
甥
羅
欝
灘
麟
欝
膜
鐸
難
下
さ
い
）

⇔

白

川

地

区

地
区
別

犬
卒
都
婆
東

犬
卒
都
婆
西

小

奥

津
田
上
及
び

津
田
西
の
一
部

津
田
東
及
ぴ

津
田
西
の
一
部

津
田
東
及
び

津
田
西
の
一
部

内

親

実
施
場
所

共
同
，
，

　
作
業
場

変
電
所
前

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
、
シ
及
ツ
反
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　
時
　
　
間

　
　
　
月
　
　
日

七
月
十
七
日

七
月
十
八
日

臼
川

　
　
　
　
七
月
十
八
日

小
学
校
庭

去

麺
縣
「
指
二
吉

駅
前
農
協

　
　
　
　
七
月
一
一
十
日

倉
庫
前

公
堂
会
七
月
十
八
日

（
註
）
内
親
地
区
は

自
午
前
九
時

至
午
后
四
時

自
午
前
九
鰭

至
　
正
　
午

自
午
后
一
時

至
午
后
四
時

自
午
前
九
時

至
　
正
　
午

自
午
后
一
時

至
午
后
四
時

自
午
前
九
時

至
　
后
四
時

評
霧
所

ツ
反
灘
定
及
予
防
接
種

　
　
　
月
　
　
日

共
同
作
業
場

小
奥
会
舘

白
川
小
学
校

白
川
出
張
所

白
川
出
張
所

公
　
会
　
堂

七
月
十
九
日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
日

七
月

　
二
十
一
一
日

七
月

　
一
一
十
一
一
日

七
月
二
十
日

緯時

講1間

稗
鞭
野
、

舞
騨
臨

劇，

前
，
九
時

至
　
正
　
午

水難事故防止計画昭和36年度

禁止場所

一鵠雑止

訴　司

☆
窟
O
◎
★

　
　
　
　
る

旗
蕊

自
午
前
九
時

至
　
正
　
午

自
午
前
九
時

至
　
正

　
　
　
　
な

　
　
　
用

　
漸
　
　
　
利

　
覇
　
　
　
　
セ

璽
　
　
な
　
　
　
　
”

配
　
　
験
　
　
　
　
石

員
　
　
危
　
　
　
　
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盒

み
　
　
に
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

Φ
大
鷹
沢
地
区

X

に
よ
り
実
施
致
し
ま
す
。

地
区
別

十一

区区

四1　一一　一　＿一一

区，区区

＋九八七四五

遠｝区区1区1魂

十
　
二
　
区

実
施
場
所

熊
野
、
．
ー

　
神
社
前

大
鷹
沢

出
張
所
前

四
区

公
民
舘
前

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
及
ツ
反
」
　

r

　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
μ
時
－
1
廟
－

　
　
　
却

　
　
　
　
　
　
　
　
自
午
前
九
時

　
　
　
　
一
一
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
至
午
后
四
時

佐
藤
一
二

氏
宅
前

耳
取

－
－
停
留
所

十
文
字

停
留
所
前

佐
藤
登
喜

夫
氏
方
前

大
鷹
沢
中

学
校
講
堂

釜
前

ロ
　
所
前

七
月

　
二
十
五
日

自
午
前
九
時

至
午
后
四
時

七
月
　
　
　
　
　
自
午
前
九
時

　
二
十
六
日

　
　
　
　
　
至
　
正
　
午

　
　
　
　
　
自
午
后
一
時

七
月

　
一
一
十
六
日

　
　
　
　
　
至
午
后
四
時

七
月

」
F
午
七
旧

七
月

　
二
十
七
日

ゼ
月

　
二
十
八
日

七
月

　
三
十
｝
日

七
月

　
三
十
一
日

自
午
前
九
時

至
　
正
　
午

自
午
后
一
時

至
午
后
四
時

自
午
前
加
線

至
午
后
四
時

自
午
前
九
時

至
　
正
　
午

自
午
后
『
時

至
午
后
四
蒔

測
定
場
所

一
区

協
防
詰
斬

大
鷹
沢

　
出
張
所
前

ツ
反
測
定
憂
予
防

　
　
　
月
　
　
日

四
区

　
公
民
舘
前

五
区
公
民
舘

六
区
公
民
舘

七
月

　
一
一
セ
六
日

七
月

　
二
十
七
日

七
月

　
二
十
八
巳

七
月

　
二
十
八
日

七
月

　
二
十
九
日

中
沢
氏
宅
前
、
七
月

　
　
　
　
　
　
一
一
十
九
日

佐
藤
登
喜
央

　
　
　
　
　
七
月
三
十
日

氏
　
方
　
前

大
鷹
沢
中
学

褒
講
　
堂

自
治
会
長
宅

八
月
二
日

至皇時

正馴
午壽：問

至
午
前
九
時

自
　
正
　
午

自
午
前
九
時

至
午
前
十
時
、

自
午
前
十
一
時

午
后
十
二
時
半

自
午
前
九
時

至
午
前
十
時
半

自
午
前
十
｝
時

降
后
汗
二
時
半

自
午
前
九
時

至
　
正
　
午

目
午
前
九
時
，

至
午
前
十
時

八
月
一
一
日

蕗
午
前
＋
｝
時

一
至
　
正
　
午

◎
当
日
地
区
の
指
定
場
所
で
検
診
で
き
な
い
方
は
期
間
中
ど
こ
の
会
場
で
検
診
し
て
も
結
購
で
す
。

　
但
し
検
診
を
受
け
ま
せ
ん
と
、
旧
白
石
町
内
の
会
場
に
呼
ぱ
れ
ま
す
か
ら
此
の
際
是
非
自
分
の
地

　
区
会
場
で
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。
経
費
は
一
切
無
料
で
す
。

◎
当
日
は
な
る
べ
く
ボ
タ
ン
の
な
い
下
着
を
着
用
さ
れ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
所
要
時
間
は
約
一
分
位
で
終
り
ま
す
。

◎
満
三
ケ
月
以
上
の
赤
ち
や
ん
か
ら
五
才
、
（
小
学
校
入
学
前
）
迄
は
ツ
反
だ
け
と
し
て
間
接
撮
影
は

　
致
し
ま
せ
ん
。
但
し
結
核
患
者
宅
は
家
族
全
員
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

蕊

r
＼
、
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土
地
改
良
に
よ
つ
て
農
業
経
営
の

　
　
　
近
代
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

　
近
年
農
業
技
術
の
進
歩
か
ら

阜
植
が
取
上
げ
ら
れ
て
翁
り
ま

す
が
、
用
水
不
足
な
ど
に
よ
つ

て
必
ら
す
し
も
実
行
さ
れ
て
い

な
い
実
情
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
異
常
天
候
に
災
い
さ

れ
市
内
各
地
に
植
付
遅
延
や
地

割
れ
な
ど
が
見
ら
れ
水
稲
作
に

「
き
よ
う
い
」
を
感
じ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
土
地

改
良
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
そ
の
概
要
を
申
し

あ
げ
農
家
の
み
な
さ
ん
の
ご
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
補
助
事
業
は
積
雪
寒
冷
単
作

地
帯
振
興
臨
時
措
置
法
が
あ
つ

て
こ
の
法
律
は
昭
和
2
7
年
に
施

行
さ
れ
鋭
年
度
ま
で
の
期
限
で

あ
り
ま
し
た
が
昭
和
4
0
年
度
ま

で
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
で
事
業
主
体
と
な

る
の
は
土
地
改
良
組
合
か
市
で

あ
り
ま
す
か
ら
ま
す
土
地
改
良

組
合
を
結
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
に
は
2
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
耕
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
か
ん
が
い
誹
水
事
業
（
用
排

水
路
）
に
た
い
し
て
は
事
業
費

の
4
割
、
た
め
池
、
ポ
ン
プ
頭

首
工
等
の
施
設
に
た
い
し
て
は

5
割
、
畑
地
か
ん
が
い
に
た
い

し
て
は
4
割
、
農
道
に
た
い
し

て
は
2
割
の
国
庫
補
助
が
あ
り

ま
す
。

　
補
助
金
以
外
の
地
元
負
担
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

は
そ
の
8
割
ま
で
農
林
漁
業
金

融
公
庫
（
農
協
経
由
）
か
ら
の

融
資
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
融
資
の
条
件
は
年
利
六
分
五

厘
、
5
年
据
置
得
力
年
償
還
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
恩
典
に
よ
り
用

水
不
足
が
解
消
さ
れ
た
代
表
的

な
も
の
と
し
て
大
平
森
合
、
中

ノ
目
、
中
斎
川
並
に
蔵
本
滝
上

の
揚
水
機
施
設
の
地
域
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
外
に
非
補
助
土
地
改
良

事
業
助
成
要
綱
が
あ
つ
て
国
の

直
接
又
は
間
接
の
補
助
の
対
象

と
な
ら
な
い
農
地
の
改
良
又
は

造
成
に
か
』
わ
る
事
業
に
対
し

て
農
林
漁
業
金
融
公
庫
（
農
協

経
由
）
か
ら
の
融
資
を
う
け
ら

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
融
資
の
条
件
は
年
利
三
分
五

厘
、
5
年
据
置
、
伍
力
年
償
還

で
あ
つ
て
こ
の
要
綱
で
は
事
業

主
体
と
な
る
の
は
土
地
改
良
組

合
又
は
農
業
協
同
組
合
の
数
人

が
共
同
し
て
行
う
共
同
施
行
が

対
象
に
さ
れ
て
翁
り
ま
す
の
で

こ
の
い
ず
れ
か
を
選
び
ー
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
2
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
か

ら
の
耕
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
お
り

湯

講
．
〆

齪
鱗
攣

講

　　　辮
　参託
鰯

V
層

一
■
』
♂
ミ
’
8
旨
一
聖
『
■
『
く
『
・

ま
す
。

　
そ
の
他
小
規
模
な
事
業
や
簡

易
な
工
事
に
対
し
て
は
市
単
独

の
技
術
指
導
、
原
材
料
費
補
助

等
に
よ
つ
て
で
き
る
方
法
も
あ

り
ま
す
が
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も

農
民
各
位
の
土
地
改
良
事
業
に

対
す
る
意
欲
と
協
同
の
力
に
よ

る
創
造
力
と
が
あ
つ
て
始
め
て

お
し
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
な
お
こ
れ
ら
の
細
部
に
つ
い

て
は
市
農
林
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
写
真
は
大
平
用
水
土
地
改
良

区
第
一
機
関
場
】

’
　
V

各
戸
に
標
札
を

つ
け
ま
し
よ
う

標
札
は
白
石
郵
便
局
郵
便
課
で
あ
つ
せ
ん

い
た
し
ま
す
。

金
属
製
の
も
の
で
一
個
八
拾
円
で
す
。

．
』
唖
』
星
」
■
こ
一
、
一
ご
‘
亀
」
働
曜
』
い
－
一
『
、
雪
一
ユ
・
、
5
㌔
f
、
～
『
」
㌔
5
、
」
■
■
『
t
『
呂
■
鮎
■
｝
、
』
■
㌃
【
』
【
■
ず
＝
～
『
，
『
3
｝
■
一
一
3
匙
”
霊

　”，　躍，置

…国民年金保険料納入は
必ず検認を受けて下さい｝

納入はスタンプ方式

　国民年金保険料の納入方法は被保険者が市役所（出張所、分室

を含む）で売られている国民年金印紙を購入し、すでに交付され

ている国民年金手帳に貼りつけて市役所及ぴ出張所、分室に提出

して検認してもらうスタンプ方式というもので行つています。

　ここでとくにご注意いたマきたいのは、印紙を国民年金手帳に

はりつけただけでは保険料を納入したことにはなりませんので必

ず市役所か出張所、分室に手帳を提出して検認をうけてください

　印紙を手帳に貼りつけたまま放置しておいたり、未納のままに

しておくうち身体障害者になつたり或いは夫が死亡したときあわ

てて検認をうけても年金が支給されないことがありますから納期

問内に必ず検認をうけられるようにしてください。

　又7月は4、5、6月の3カ月分の納期月になつておりますの

でおわすれのないようにお願いいたします。



（6）（聾暴麗）り白石市政だよオ24号昭和36年7月15日

　
　
国
保
事
業
状
況

①
昭
和
3
5
年
度
保
険
給
付
費
支
払
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
・
5
・
3
1
現
在
）

　
　
　
　
　
　
別

，
現
年
度
給
付
費
－

　
過
年
度
給
付
費

ー
観
降
度
ー
療
、
養
暦
夙
ー

　
過
年
度
療
養
費

，
1
助
，
，
1
酉
1
，
費
，
：

　
葬
　
祭
　
費

－
ー
I
t
－

訓

l
－
1

i
皮
払
済
額

　
　
夷
、
言
、
壼
曾

未
　
払
　
額

　
　
一
七
七
、
並
二

　
　
一
一
六
八
、
九
三
圏

，

－
、
ー
至
、
八
四
九
！

、
」
…
鱗
O
O
O
、
ー

　
　
　
　
　
　
1

　
一
三
六
、
。
。
。

三
九
、
一
二
〇
、
八
四
｝

②

昭
和
3
5
年
度
国
庫
負
担
金
及
同
補
助
金
交
付

状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
■
5
。
3
1
現
在
）

蘇撃鰍区
助健，担給担務

金婦1蕪勲

三1奏貢塵
＝ご　八　空　父

rl笑穴付
釧§舅額

調
整
交
付
金

計

前
　
年
　
度

国
庫
支
出
金

六
、
巻
六
、
。
8

二
四
、
「
O
O
、
八
四
〇

未
交
付
額
　
交
伺

　
割
合

　
δ
。
％

O

一
、
喜
δ
、
O
O
O

釧

劉
到
．
八
六
％

　交前
窒籍
％i合度

八
四
％

ー
九
一
一
％

九
〇
六
、
O
O
O
－
　
八
八
％
－
　
　
　
九
九
％

＝
、
四
七
三
、
一
八
九

九
一
％

▼
公
民
舘
△

　
東
北
学
院
大
演
劇
部
に
よ
る

演
劇
会

　
7
月
2
2
日
（
土
）
午
後
1
時

7
時
の
2
回
、
会
場
市
公
会
堂

　
演
題
は
「
け
つ
ま
づ
い
て
も

こ
ろ
ん
で
も
」
、
　
「
息
子
」

入
場
無
料

▼
図
書
舘
▲

　
新
刊
の
案
内

　
雑
婚
時
代
、
シ
イ
タ
ケ
の
周

年
栽
培
、
世
界
名
画
全
集
、
チ

ベ
ツ
ト
日
記
、
国
文
解
釈
の
方

法
と
技
術
、
霧
の
旗
、
土
本
の

銀
杏
、
国
文
法
表
覧
、
詳
解
英

文
法
、
チ
ヤ
ー
ト
式
数
学
－
幾

何
、
チ
ヤ
ー
ト
式
代
数
、
海
の

見
え
る
村
の
一
年
、
歪
ん
だ
複

写
、
続
人
問
詩
話
、
世
界
名
作

全
集
、
村
史
な
か
つ
が
わ
、
句

集
ま
ん
さ
ん
、
ア
ツ
パ
さ
ん
船

長
、
昭
和
政
治
秘
史
、
罠
の
中

全
国
大
学
入
試
問
題
正
解
、
昭

和
3
6
年
版
六
法
全
書
、
天
地
静

大
、
朝
日
新
聞
縮
刷
版
5
月
号

日
本
経
済
新
聞
縮
刷
版
6
月
号

少
年
期
、
ま
あ
ち
や
ん
こ
ん
に

ち
わ
、
赤
い
袈
裟
、
世
界
の
歴

史
、
そ
の
辺
ま
で
、
藤
山
愛
一

郎
画
集
、
基
本
英
単
語

◎
行
事

　
7
月
26
日
午
前
1
0
時
、
子
供

会
（
児
童
室
）

　
7
月
2
8
日
午
前
9
時
～
午
后

3
時
、
製
本
技
術
講
習
会
（
児

童
室
）

　
7
月
2
9
日
午
后
7
時
、
ス
テ

レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
（
公
民
舘
前

広
場
）

市
営
授
産
所
作
業
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

一
六
、
六
三
八
、
八
三
三

一
、
九
四
九
、
三
五
九

八
九
％

③
昭
和
お
年
度
国
保
税
地
区
別
収
納
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
・
5
・
3
1
現
在
）

小肺i大1斎趣
計
原
闘
貼

石顕

前
甲
度
同
期

一収
　
納
　
額

　
　
　
　
ぜ
　
　
　
コ
　
ロ
　
コ
　
　
　

　
八
、
茜
㌣
八
六
。

一
、
禿
。
、
爵
。

一
、
〇
六
八
、
八
O
O

　
一
、
二
六
四
、
七
八
O

J醤

八
曵
σ

ー
一
蟄
ペ
ゴ
箸
。

　
四
、
。
毛
、
三
。

ー
一
Y
看
O
v
璽
〇

　
一
二
、
一
石
九
、
九
七
〇

一
八
、
六
五
八
、
九
四
〇

　
市
営
授
産
所
作
業
員
を
ご
希

望
の
方
は
次
の
要
領
に
よ
つ
て

地
区
担
当
民
生
委
員
、
社
会
福

祉
事
務
所
、
又
は
直
接
授
産
所

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
資
格

　
白
石
市
内
に
居
住
し
生
活
に

困
窮
し
て
一
日
8
時
間
労
働
市

場
に
働
け
な
い
世
帯
の
も
の
、

（
労
働
時
間
に
制
限
を
う
け
て

い
る
も
の
）
年
令
は
問
い
ま
せ

ん
o

②
募
集
人
員

　
縫
製
部
作
業
員

　
　
　
　
　
女

　
竹
工
部
、
男
、
女

　
更
生
部
、
女

　
手
芸
部
、
女

③
給
与

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

　
出
来
高
制
払
い
一
日
百
円
～

三
百
円

④
締
切
り
　
　
8
月
末
日
ま
で

線譲鱗欝諜難

体
育
指
導
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

ま
し
た
。

　
体
育
指
導
員

　
〃

　
〃

　
〃

　
2
力
年
問
の
任
期
で
次
の
人
．

々
が
体
育
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

収
納
率

　
九
三
、
一
三
％

　　　口
　　　l　I　　－l　l　一
茜碧。肉究！。
君≧。1ゴ＿】1。

勇i男％励1％

九
七
、
9
労

九
募
　　　i一…目」理

炎を響。碧突。聖度

翔疵禰疵率
窒
、
二
四
％

八戸市長さんか

高細佐八
橋田藤島

　栄正謙
薄郎志三

〃〃〃〃〃〃〃

八松鈴遠小市佐
島野木藤室野藤

研　よ盛　ま秀
一寛り勝叡さ雄

　
皆
さ
ん
が
お
寄
せ
く
だ
さ
つ
た
金
品
は
、
皆
憲
ん

の
暖
か
い
お
心
と
と
も
に
、
被
災
者
に
配
分
い
た
し

ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
復
興
計
画
も
成
り
被
災
者
一
同

と
と
も
に
「
禍
い
を
転
じ
て
福
と
な
す
」
の
意
気
を

も
つ
て
建
設
に
い
そ
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご
援
助
と
ご
指

導
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
て
、
お

礼
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
昭
和
3
6
年
6
月
2
9
日

　
　
　
　
　
　
八
戸
市
長
岩
岡
徳
兵
衛

市
営
火
葬
場
の
使
用
に
つ
い
て

　
白
石
市
鷹
の
巣
観
福
寺
地
内

に
建
築
中
の
市
営
火
葬
場
が
こ

の
程
完
成
し
7
月
8
日
か
ら
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
使
用
料
は
次
の
よ
う
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。

　
火
葬
場
使
用
料

　
1
5
才
以
上
　
一
、
五
〇
〇
円

　
褐
才
未
満
　
一
、
O
O
O
円

℃
死
胎
児
　
　
　
　
五
〇
〇
円

な
お
、
棺
の
大
き
さ
は

　
た
て
5
0
糎
、
よ
こ
5
5
糎
、

長
さ
一
七
五
糎
で
す
、
な
葡
棺

内
に
は
、
ワ
ラ
、
布
団
類
、
陶

器
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
も
の
は
絶

対
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
火
葬
時
間
は
約
2
時
間
で
す

棺
、
骨
ガ
メ
は
各
自
御
準
備
願

い
ま
す
。


